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校長通信 

         学校関係者からは、「小学 

校の教育内容としての質の 

高さを感じる。」とのこ 

と。また、一つ一つの作品 

や表現が丁寧で一生懸命さ 

が伝わり、ついつい見入っ 

てしまったという声。教科 

の特色を生かしたコーナー 

は見ごたえがあると感心し 

て見ていただき、うれしく 

思いました。 

学習を振り返る力 
子どもたちが自分の発表や出番の合間に。友だ

ちの作品や表現のよさを感じたことが振り返り

シートにも表れていて感心させられました。 

 正門近くのみんなの目に触れるところに、振

り返りの言葉が掲示してあります。このような

友だちの感じ方や見方、考え方に気づくことも

大切な学習です。 

 主体的、対話的で深い学びとは、このような

学習スタイルから生み出されるのだと思いまし

た。「人によって絵の見方が変わることがわか

った。一つの絵を見てこんなにも説明文が書け

る６年生は、カッコイイと思った。」ずばりと

良さを評価する力も抜群です。 

来て見て学んで・・・なぎさ祭 
２月１７日（日）なぎさ祭が盛大におこなわれま

した。各教科、１年間の学習の成果を発表したり、

展示したりして互いに学び合う１日となりました。

当日の様子は、実際に足を運んでくださった方には

ご理解いただけたと思いますが、ブログでも紹介さ

れていますので、おわかりいただけたことでしょ

う。参加者の皆さんからたくさんのお誉めのことば

をいただいて、これからもっと学びたいと意欲を持

つことができました。ご協力いただいた保護者の皆

様、子どもたち、先生方、ありがとうございまし

た。 

単元を通してつける言語力 
国語科では、どの学年も単元 

全体をどのように学んでいく 

か教師と子どもで考えを出し 

て計画を創ります。子ども 

たちは、先生に導かれるまま 

に学習を進めていくのでなく、 

自分たちが取り組んでみたい 

ゴールに向かって学び方や 

思考の方法や手立てを工夫し 

ながら学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＺ 

(ﾆｭｰｼﾞ-ﾗﾝﾄﾞ)や 

台湾・タイへのホームステイや異文化体験は、５，

６年生のプレゼンテーションの力をもって 

すれば、その充実ぶりが手に取るほどよ 

くわかります。実際に体験したことは、 

時を経てもしっかりと心と頭と体にしみ 

こんでグローバルな感覚となっていくで 

しょう。予定した言葉を語るだけでなく 

聞いてくださった皆さんからの質問にも 

適切に答える姿を見れば、豊かな体験が 

もたらす知恵や考え方が実を結んでい 

ると実感できます。 

タマネギ 
原産は中央アジアとされる。明治の

頃、北海道で栽培され始めた。なぎさで

は、このタマネギは、ふしぎ緑の時間に

１年生が植えて２年生になったら食べま

す。寒さの中、成長しています。 

 
 
 

3 月の生活目標 

○身の回りの整理整頓をしよう 

○一年のまとめをしよう 
 

校長通信 

異文化体験 

ツアー 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


